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通級指導教室における制度
及び枚方市の現状について
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通級指導教室について
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大部分の授業を通常の学級で受けながら、一部、障害に応じた特別の指導を特別な場（通級指導教室）で受ける指導形態

小・中学校の通常の学級に在籍している言語障害、情緒障害、弱視、難聴などの児童生徒に、各教科等の指導は主として通常の学級で行いつつ、

個々の障害の状態に応じた特別の指導（自立活動、及び各教科の補充指導）を通級指導教室で行う指導形態

2006（平成18）年4月新たな通級による指導（通級指導教室）制度開始

1993（平成5）年度に小中学校において制度化

SLD（限局性学習障害：学習障害）、ADHD（注意欠陥/多動症）等の児童生徒も含めて通級による指導が展開

通級による指導に関する時数と教職員定数

〇年間35単位時間から280単位時間までを標準とする（週当たり1～8単位時間相当）

〇LD及びADHDの児童生徒は年間10単位時間から280単位時間までを標準とする
（指導上効果が期待できると判断すれば、月1単位時間から可能）

〇国は基礎定数化を進めており、児童生徒数13名に対して教員を1名配当（府より）となっている。

通級指導教室について（文部科学省）
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通級指導教室について（自立活動）
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通級指導教室について（児童生徒数の推移）
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枚方の現状について
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設置数 小学校

令和5年度（ 20校22教室 / ４４校 ）

令和6年度（ 22校25教室 / ４４校 ）

自校に通級指導教室が設置されていない場合は、他校に通って指導を受けている。
他校通級については、保護者による送迎が必須

通級指導教室について

中学校

令和5年度（ 19校21教室 /  １９校 ）

令和6年度（ 19校21教室 /  １９校 ）

課題

〇小学校においては、通級指導教室が全校設置されていないため、適切な学びの場の選択が困難。
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通級指導教室について（令和6年度設置校：小学校）
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■合理的配慮を各教科で活かすための具体的な指導。

■感情と思考を整理するための、心理的安全の場。

■感情のコントロールが難しくなっている（困難さが発現している）

状態でのクールダウンと指導の場。

児童生徒の困り感に寄り添いながら、利用する時間を検討する

通級指導教室について（各教科の補充指導等）
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＋

通級指導教室

児童・生徒の障害の状況に応じた学び場の選択が可能。

各小中学校に通級指導教室を設置することで…

通常の学級

＋

支援学級
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■通常の学級に在籍し、一部特別な指導（特別の教育課程）を受けることができる。

■通級指導教室での指導を他の授業で生かすことが可能。

■学級担任が通常の学級での指導方法を工夫・改善することができる。

■随時申込が可能なため、年度途中からでも利用することができる。

■他校に通う必要がないため、移動時間及び保護者の送迎が不要。

通級指導教室を利用することで…

自校に通級指導教室がある場合
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枚方市の状況

設置数 小学校

令和6年度（ 22校25教室 / ４４校 ）

目標 （ 44校47教室 / ４４校 ）

中学校

令和6年度（ 19校21教室 /  １９校 ）

継続

方針

〇今後、希望する保護者や児童生徒が選択できるよう、近い将来

自校通級指導教室の全校設置をめざします。
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枚方市の通級指導教室利用状況【児童生徒数】

1年 2年 3年 4年 5年 6年

R5 16 61 49 48 50 38

R6 27 66 95 77 55 63

16

61

49 48
50

38

27

66

95

77

55

63

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

小学校

R5 R6

1年 2年 3年

R5 39 28 25

R6 35 77 61

39

28
25

35

77

61

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

中学校

R5 R6

合計
262

383

合計
92

173

13



枚方市の支援学級利用状況【参考】
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枚方市の通級指導教室利用状況 【障害種別児童生徒数】
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「特別支援教育支援員」

令和５年度（2023年度）より、枚方市として
通常の学級において、学習上のサポートをする

■特別支援教育支援員

→教員免許不要 ※学習上のサポートをする人

支援学級に在籍している児童・生徒だけでなく、
通常の学級に在籍する児童・生徒も支援することが可能。

を通級指導教室設置校に配置しました。

特別支援教育支援員（通年）・補助員（臨時）について
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【特別支援教育支援員・補助員】

■通常の学級での児童・生徒への学習の補助。

■学校行事及び学校生活での児童・生徒への支援。

■児童・生徒の安全確保のため必要と認められる活動。

■その他、勤務校の校長、教頭、担任が指示する活動。

各小中学校に必要数、特別支援教育支援員の配置を行う。

特別支援教育支援員・補助員の職務内容について
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■教室を飛び出す児童・生徒に対して安全確保や居場所の確認。

■通常の学級で話を聞くことに困難を示す場合、繰り返し話を聞かせる。

■食事介助や衣服の着脱。

■体育や図工など、実技が伴う場面での支援。

通常の学級担任や支援学級担任以外でも
配慮が必要な児童・生徒への支援が可能。

枚方市の特別支援教育支援員・補助員の具体的な活用場面
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枚方市の就学相談リーフレット（令和6年度版）
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通級指導担当者・特別支援教育支援員について
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■年間、11回の研修を実施し、指導力の向上に努める。

第１回 ４月７日（金）『通級指導教室の業務や書類作成ついて』
・通級指導教室通担当教員の業務・保護者の利用希望から指導の開始・終了までの流れの説明
・リーディングチームによる支援についての説明
・特別支援教育支援員との連携について

第２回 ５月18日（木）『指導主事による教育課程の編成に関する指導等』
・通級指導教室に関してのよくある質問への共通理解
・校種別の担当者交流

第３回 ６月15日（木）『大阪府通級指導教室担当者研修内容の伝達講習等』
・大阪府における支援教育の現状と課題
・障害についての理解と特性に応じた指導・支援について（作業療法士の視点から）

第４回 ６月29日（木）『子どもの自立をめざした通級指導教室の指導等』
・「通級による指導」の基本的理解
・アセスメントを中心としたワークショップ

第５回 ９月７日（木）『各種夏季研修内容の情報共有等』
・枚方市リーディングチームについての説明
・地域別４ブロックに分けての連絡会（小中合同）を実施し、夏季研究受講内容の共有及び1学期末個人懇談を終えて
教室運営についての交流など

通級指導担当者の研修

21



■年間、11回の研修を実施し、指導力の向上に努める。

第６回 10月12日（木）『通級指導教室の指導の実際』
・通級指導教室担当教員からの研修
・校種別連絡会を実施し、次年度就学予定者の対応や各教室の指導内容や教材について共有

第７回 11月９日（木）『講義・交流：読み書き困難と学習（算数，英語）について（前半）』
・スクールカウンセラーによる講義・演習

第８回 12月７日（木）『各地域ブロックでの教材・指導方法の情報共有等』
・地域別４ブロックに分けて1つの学校に集まり、教室環境の見学、教材や指導方法の共有や交流、事例検討等

第９回 1月１８日（木）『講義・交流：読み書き困難と学習（算数，英語）について（後半）』
・スクールカウンセラーによる講義・演習

第10回 ２月29日（木）通級指導教室設置校会議
・通級指導教室設置校の管理職・担当教員を集めての意見交流

第11回 ３月14日（木）『年度末の振り返り・次年度に向けて』

通級指導担当者の研修
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■担当者同士の交流や、地区別の研修会を実施し、好事例の共有を図る。

■リーディングチーム（地区代表）による相談・巡回指導の実施。

■支援学校の訪問相談の同行。

通級指導担当者の研修
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■年間3回、学期ごとに研修を実施し、資質の向上に努める。

■採用前に、3日間の研修を実施し、業務への安心感と心構えを伝達。

特別支援教育支援員・補助員の研修

第１回 ７月１４日 （金） 『見えない発達障がいの特性理解について等』

第２回 １１月２２日 （水） 『発達障害の基礎理解とグループワーク等』

第３回 １月２３日 （火） 『発達障がいの特性理解を元に支援を考える』
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通級指導教室の様子について
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通級指導教室の様子
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通級指導教室の様子
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通級指導教室の様子
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通級指導教室の指導について
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（1）障害特性に応じた学び方の指導

（2）社会ルールの確認など社会適応に関する指導

（3）円滑なコミュニケーションを取るための指導

（4）自己の感情をコントロールする指導

（5）発音・発話の指導など構音の改善に関わる指導

（6）AT（アシスティブテクノロジー）機器を活用した指導

通級による指導（自立活動）の内容
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©わかさ生活
©学研
©PADIN HOUSE

同じ教材でも目標によって、効果が異なることもあります。

通級指導教室の指導の一例

■眼球運動に課題がある場合

➡ビジョントレーニング
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©わかさ生活
©学研
©PADIN HOUSE

通級指導教室の指導の一例

■図形の認識に課題がある場合

➡点つなぎ、形さがしなど

同じ教材でも目標によって、効果が異なることもあります。
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通級指導教室の指導の一例

■社会性やコミュニケーションに課題がある場合

➡ルールやSSTのトレーニング
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通級指導教室の指導の一例

■感情のコントロールによる対人関係に課題がある場合

➡ゲーム遊びやスポーツでの勝ち負けの経験を通したトレーニング
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通級指導教室の指導の一例

■協調運動に困難がある場合

➡協調運動のトレーニング
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通級指導教室の教材について
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通級指導教室の教材
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通級指導教室の教材
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通級指導教室の教材
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通常の学級との連携について
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■校内支援委員会での情報共有

■校内研修にて支援教育の観点から研修の実施

■学年会にて支援担任、通級指導担当者との情報共有。

通常の学級との連携について

効果的な連携方法・情報共有について、より良い方策や確実な実施が必要

各学校の状況による
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退級までの取組について
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■児童・生徒のアセスメント、保護者・本人の合意のもと、困り感の共有
（困り感解消のイメージを共有）

■個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成

■学期ごとの評価、フィードバック、計画の見直し

■困り感の解消が児童・生徒の社会的自立として退級へ

より良い方策や確実な実施が必要

退級までの取組について

各学校の状況による
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